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1. 都市計画道路整備プログラムについて 

１−１ 都市計画道路整備プログラムとは 
 都市計画道路整備プログラムとは、都市計画道路の未整備区間を対象として、上位計画や地域内
などでの位置づけとの整合を図りながら、優先的に整備すべき路線を客観的に評価し、より効率的
に整備を進めるための計画です。 

１−２ 都市計画道路整備プログラムの目的 
・未整備都市計画道路の効率的かつ効果的な整備を図る。 
・行政の透明性と公平性を確保する。 
・上位計画との整合性を図りながら計画的で持続可能なまちづくりを進める。 

１−３ 都市計画道路整備プログラムの位置づけ 
 玉名市都市計画道路整備プログラムは、第２次玉名市総合計画後期計画を上位計画と位置づけ、
熊本県が掲げる道路整備に関する計画や玉名市都市計画マスタープラン、その他地区計画との整
合性を図り、社会情勢やまちづくり⽅針、市⺠ニーズの変化に対応し、随時改定を行います。 
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2. 都市計画道路の整備状況 

２−１ 整備状況一覧 
令和５年４月時点で 17 路線が計画決定されており、そのうち 10 路線が未整備区間を有してい

ます。計画総延⻑は 43.14km、整備率は 59.76%となっており、未整備区間の概算総事業費は約 485 
億円となっております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

２−２ 都市計画道路の現況図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○都市計画道路の整備状況一覧表

改良済 概成済 未整備

1 3.4.1 築地中線 市道 0.50 20 2 0 0 0.50 0.0% ○ 3,070 百万円

2 3.4.2 築地大倉線 県道 4.37 16 2 2.86 1.51 0 100.0% ○ 1,215 百万円

3 3.4.3 玉名駅立願寺線 県道 2.17 16 2 2.17 0 0 100.0%

4 3.5.5 前田東線 市道 0.20 12 2 0 0 0.20 0.0% ○ 921 百万円

5 3.4.7 立願寺池田線 市道 0.56 12 2 0.56 0 0 100.0%

6 3.5.8 玉名駅平嶋線 市道 1.96 12 2 0.95 0 1.01 48.5% ○ 1,438 百万円

7 3.5.9 玉名駅下町線 市道 1.27 12 2 1.16 0 0.11 91.3% ○ 1,853 百万円

8 3.4.10 築地立願寺線 市道 2.39 16 2 2.39 0 0 100.0%

9 3.4.11 立願寺横町線 市道 1.33 16 2 1.33 0 0 100.0%

10 3.5.12 亀甲中線 市道 0.42 12 2 0.42 0 0 100.0%

11 3.4.13 松木境川線 市道 1.41 16 2 1.41 0 0 100.0%

12 3.2.14 長洲玉名線 国道 6.24 30 4 3.11 0 3.13 49.8% ○ 5,144 百万円

13 3.3.15 玉名バイパス線 国道 8.47 25 4 5.19 0 3.28 61.3% ○ 20,896 百万円

14 3.3.16 岱明玉名線 市道 3.75 22 4 2.39 0 1.36 63.7% ○ 2,586 百万円

15 3.4.19 長洲岱明線 県道 3.82 16 2 0 0 3.82 0.0% ○ 6,284 百万円

16 3.4.20 下河原尾崎線 市道 0.33 16 2 0.33 0 0 100.0%

17 3.4.7 沖洲金山線 市道 3.95 16 2 0 0 3.95 0.0% ○ 5,135 百万円

43.14 24.27 1.51 17.36 59.76% 48,542 百万円

※概算事業費は、玉名市が独自に算出しています

合計

（R5.8.30現在）

番
号

路線
番号

都市施設名称
計画
延長

（km）

幅員
(m)

車
線

道路
種別

整備状況（km） 整備率
（％）

対象
路線

概算残事業費
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3. 都市計画道路整備プログラムの評価手順 

３−１ 評価の考え方 
評価については、未整備区間を有する路線を対象としており、「事業の必要性による評価」と「事

業の困難性による評価」の 2 つの視点に基づいて評価し、「必要性」と「困難性」を 2 軸で相対的
な位置関係による評価を行うことで事業の優先度を評価します。 

「事業の必要性による評価」については、市の政策の中でも、「上位計画での位置づけ」「地域内
での位置づけ」「今後の主な取組での位置づけ」の３視点に分けて整理し、都市構造上の位置づけ
や地域活性化、防災など路線に期待される機能性の評価に加え、社会情勢や市⺠ニーズ等を反映し
た評価により、路線ごとの順位づけを行います。 

「事業の困難性による評価」では、事業推進する上での問題点や課題点など事業期間に影響を及
ぼす要素を「事業時期制約要因」、事業推進に向けた計画上での位置づけや関連事業の進捗状況、
事業化へ向けた地元の合意形成や協力体制などを評価する要素を「事業推進要因」と位置づけ、項
目ごとに行った評価の集計に基づき、路線ごとの順位づけを行います。 

また、「投入可能な道路整備費」を勘案し、10 年ごとの期間で「短期」「中期」「⻑期」の 3 区分
に分類した整備時期の設定を行います。 
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6
,2
8
4

6
,
28
4

○
県
道

長
洲
玉
名

線
、
国

道
50
1
号
の
平

行
路
線
と

な
る
道
路

。
長
洲

町
と
と

も
に

長
洲
都
市

計
画
道

路
と
し
て

計
画
決
定

さ
れ
て

い
た
。
長

洲
町
と
岱

明
玉

名
線
を
連

絡
し
て

い
る
。

臨
海
工

業
地
帯
の

建
設
に

あ
た
り
、

今
後
の
都

市
計
画

施
設
の
整

備
を
図

り
、
臨

海
工
業
都

市
発
展

の
基
盤
を

築
く
た
め

、
交
通

輸
送
を
目

的
に
計

画
さ
れ

た
路
線
。

1
0

3.
4.
7

沖
洲
金

山
線

3.
9
5

1
6

2
0

0
3
.
95

0.
0
%

5
,1
3
5

5
,
13
5

○
長
洲

都
市
計
画

道
路
と

し
て
計
画

決
定
さ
れ

て
お
り

、
長
洲
町

の
臨
海
工

業
地

帯
と
国
道

20
8
号
（
荒
尾

市
）
を

連
絡
し
環

状
網
を
形

成
す
る

広
域
幹

線
道

路
。

臨
海
工

業
地
帯
の

建
設
に

あ
た
り
、

今
後
の
都

市
計
画

施
設
の
整

備
を
図

り
、
臨

海
工
業
都

市
発
展

の
基
盤
を

築
く
た
め

、
交
通

輸
送
を
目

的
に
計

画
さ
れ

た
路
線
。

路
線
の
概

要
都
市
計

画
決
定
の

理
由

都
市
計
画

マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン

立
地
適

正
化
計

画
車 線

整
備

状
況
（
k
m
）

整
備
率

（
％
）

概
算

事
業
費

(百
万
円
)

上
位
計
画

で
の
位
置

づ
け

幅
員

(m
)

番 号
路
線

番
号

都
市

施
設
名

称
計
画

延
長

（
k
m
）
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３−３ 事業の必要性による評価 
 項目については、他都市事例等を参考に、下表 13 項目の評価基準を設定し、評価を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■事業の必要性による評価の基準
評価の基準 内容

熊本県新広域道路交通計画（令和3年6⽉）に位置づけられている

⽟名都市計画区域マスタープラン（平成24年3⽉30⽇）に位置づけられている。

上記に該当しない路線

第2次⽟名市総合計画後期計画（令和4年3⽉）に位置づけられている

⽟名市都市計画マスタープラン（改定版）(令和5年3⽉)に位置づけられている。

上記に該当しない路線

緊急輸送道路に位置づけられている路線

緊急輸送道路と⼆次的に接続する道路

上記に該当しない路線

災害時の避難路としての活⽤が⾒込まれ、既存の代替路線がない路線

災害時の避難路としての活⽤が⾒込まれ、既存の代替路線の拡幅等が必要な路線

上記に該当しない路線

現況道路がない路線

現道若しくは平⾏路線で拡幅を要する道路

上記に該当しない路線

主要施設（⾏政・医療・福祉・学校）に接続する路線

主要施設（⾏政・医療・福祉・学校）から半径500ｍ以内の路線

上記に該当しない路線

バス停または鉄道駅がある路線

バス停から半径300ｍ以内または鉄道駅から半径500ｍ以内の路線

上記に該当しない路線

⼈⼝集中地区（DID）内で多くの歩⾏者の利⽤が⾒込まれる路線

既存集落に隣接し、歩⾏者の利⽤が⾒込まれる路線

上記に該当しない路線

（通学路の安全性の確保） 通学路として多くの学童が利⽤する路線

広域的な観光アクセスに寄与する路線

観光散策ルート上に位置する路線もしくは観光拠点等へアクセスする路線

上記に該当しない路線

地元要望が上がっており、事業化に向けた協⼒体制(期成会等)が整っている路線

地元要望は上がっているが、協⼒体制(期成会等)までは整っていない路線

上記に該当しない路線

有明海沿岸道路に直接アクセスする路線

有明海沿岸道路に⼆次的にアクセスする路線

上記に該当しない路線

⽟名市まちなか未来プロジェクトにて早期に整備すると位置づけられている路線

⽟名市まちなか未来プロジェクトにて中⻑期的に整備すると位置づけられている路線

上記に該当しない路線

⽴地適正化計画の都市機能誘導区域内に位置する路線

⽴地適正化計画の居住誘導区域内に位置する路線

上記に該当しない路線

今
後
の
主
な
取
組
で
の
位
置
づ
け

有明海沿岸道路
有明海沿岸道路(Ⅱ期)との⼀体的な
整備により、利便性が向上する路線

⽟名市まちなか
未来プロジェクト

⽟名市の中心拠点の活性化・にぎわい
のあるまちづくりについての基本構想に
資する路線

⽴地適正化計画
コンパクトなまちづくりに対応して、
整備が必要な路線

評価項目

上
位
計
画
で
の
位
置
づ
け

 県の上位計画
県を跨いだ地域や拠点間を
広域的に連絡する路線

災害時の避難路
災害時に集落から避難所までの
避難ルートとして利⽤される路線

緊急輸送道路
災害時に市内への物資等の
搬⼊・搬出に資する路線

 市の上位計画
市内のネットワークを構築する
主要幹線として位置づけられる路線

市⺠ニーズ
市⺠の要望が上がっているなど、事業化
に向けた地域の協⼒体制が⾒込める
路線

地
域
内
で
の
位
置
づ
け

 ⾃動⾞交通の円滑化
道路の新設や道路の拡幅など
市内の⾃動⾞交通を円滑にする路線

 地域生活の利便性
周辺に⾏政機関や医療・福祉施設、
学校等があり、生活利便性が向上する
路線

観光の振興
観光としてのアクセス性や市内の周遊性
を向上し、地域の活性化に資する路線

 公共交通の利便性

交通安全

鉄道やバスなど公共交通の利便性が
向上する路線

歩⾏者の安全性や利便性が向上する
路線
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３−４ 事業の困難性による評価 
他都市における「事業の困難性の評価」を参考に、「事業時期制約要因」については下表 12 項

目、「事業推進要因」については下表 6 項目の評価基準を設定し、評価を行います。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３−５ 投入可能な道路整備費 
 今後の道路整備予算は、令和 3 年度に暫定 2 車線で全線供用開始した都市計画道路岱明玉名線で
投じた予算を参考に、年間約 2.5 億円を見込むものとします。この場合の路線ごとの整備に必要な
年数は下表のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■路線整備に必要な年数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

※１年間の事業予算を2.5億円⾒込んだ場合の必要年数
※概算事業費は、⽟名市が独⾃に算出しています

3.4.19 ⻑洲岱明線 63 25
3.4.7 沖洲⾦⼭線 51 21

3.3.15 ⽟名バイパス線 209 84
3.3.16 岱明⽟名線 26 10

3.5.9 ⽟名駅下町線 19 7
3.2.14 ⻑洲⽟名線 51 21

3.5.5 前田東線 9 4
3.5.8 ⽟名駅平嶋線 14 6

3.4.1 築地中線 31 12
3.4.2 築地大倉線 12 5

路線
番号

都市施設名称 事業費
(億円)

必要
年数

年数（年）

■事業の困難性による評価の基準
評価項目 内容

 希少種がある  周辺に希少種（動植物）の生育生息地がある

 地域のシンボル的な巨木等がある  周辺に地域のシンボル的な巨木・景観木等がある

 災害危険箇所がある  周辺に災害危険箇所（ハザードマップで確認）がある

 水源がある  周辺に水道水源等がある

 鉄道との⽴体交差化箇所がある  事業区間に鉄道の⽴体交差が必要な箇所がある

 路線の⽴体交差化が必要  事業区間に路線の⽴体交差が必要な箇所がある

 河川・湖水との交差箇所がある  事業区間に河川が横切っており、河川改修が必要である

 危険斜面地（トンネル、大規模法面）対策が必要  事業区間に危険斜面地（トンネル、大規模法面）がある

 重要文化財、歴史建造物がある  事業区間に重要文化財、歴史建造物がある

 公共・公益施設がある  事業区間に公共・公益施設がある

 国⽴公園等の特別地区がある  事業区間に国⽴公園等の特別地区がある

その他  その他の特記事項がある

 ⼟地区画整理事業等の計画がある  現在事業中の⼟地区画整理事業や換地事業に近接している

 近隣区間で事業が進捗している  近接区間が事業中⼜は改良済みである

 都市計画法上の地区計画がある  対象路線を含む区域に都市計画法上の地区計画が定められている

 その他  上記以外の関連事業や計画がある

 大部分の⽤地を先⾏取得している  大部分の⽤地を先⾏取得している

 地元の合意形成・協⼒体制が整っている  対象路線の整備に対する地元の合意形成や協⼒体制が整っている

事業
推進要因

関連事業等

事業化への
熟度

評価の基準

⾃然環境条件

道路構造条件

社会環境条件

事業時期
制約要因



 

8 
 

4. 都市計画道路整備プログラムの作成について 

４−１ 評価の結果 
（１） 事業の必要性に対する評価結果 

別表のとおり 
（２） 事業の困難性に対する評価結果 

別表のとおり 
（３） 整備優先度の評価結果 
 事業の必要性と困難性の評価結果を踏まえ、評価対象路線の整備優先度についてグラフ化を行い
ました。 
・整備優先度の高い路線として、玉名駅平嶋線、前田東線、玉名駅下町線が抽出されました。 
・続いて、優先度が比較的高い路線として、築地中線、⻑洲岱明線、築地大倉線（県道寺田岱明線）、
⻑洲玉名線（国道 501 号）が抽出されました。 
 
 
 

4  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
困難性 高 困難性 低

整備優先度の評価結果

困難性の順位

19 8 7 6 5 4

8

9

10

10 3 2

1

2

3

4

5

必
要
性
の
順
位

6

7

築地中線

築地大倉線

（県道寺田岱明線）

前田東線

玉名駅下町線

玉名駅平嶋線

長洲玉名線

（国道501号）

玉名バイパス線

（国道208号）

岱明玉名線

⻑洲岱明線

沖洲金山線

整備優先度：高整備優先度：中

整備優先度：中整備優先度：低

必
要
性

高

必
要
性

低
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4 8 13 17 21 25 29 34 38 42 58 74 89 105 121 136 152 168 183 199 228 256 285 314 342 371 400 428 457 486 

0

200

400

600

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

事業費と予算の関係

積み上げ事業費 予算

(億円)

(年)

 

４−２ 路線ごとの整備時期の設定 
整備優先度の評価結果を踏まえ、優先度の高い路線から短期・中期・⻑期に整備時期の振り分け

を行います。 
 

 
整備優先度の高い路線から事業費が発生すると考えた場合、年間予算を 2.5 億円としたときの事

業費と予算の関係をグラフ化すると、下表のようになります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
短期の事業に関しては、予算と事業費のバランスが取れていますが、中・⻑期の事業では事業費

と予算の割合に差が開いています。これは、中・⻑期事業の多くは事業費が高いため、必要となる
年間予算に不足が生じていることを表しています。 

上記の結果を踏まえ、整備効果の高い路線や早期に完了が見込まれる路線については、整備を促
進することで効果を早期に発現させるとともに、中・⻑期事業については予算が集中しないよう整
備に要する期間を広めにとり、期間内で予算を分散化して確保するなど、都市計画道路の効率的か
つ効果的な整備を推進するため、随時検討を行って参ります。 

 

 ・玉名駅平嶋線 
・前田東線 

・玉名駅下町線 

 ・築地中線 
・⻑洲岱明線 

・築地大倉線（県道寺田岱明線） 
・⻑洲玉名線（国道 501 号） 

 ・玉名バイパス線（国道 208 号） 
・沖洲金山線 

・岱明玉名線 
 

短期 

中期 
長期 



【
別
表
】
 
４
−
１
 
都
市
計
画
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
結
果

（
１

）
 事

業
の

必
要

性
に

対
す

る
評

価
結

果

熊
本

県
新

広
域

道
路

交
通

計
画

（
令

和
3
年

6
月

）
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
5

0
0

0
0

0
0

○
5

0
0

0

玉
名

都
市

計
画

区
域
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ス

タ
ー

プ
ラ
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（

平
成

2
4
年
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月

3
0
日

）
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

3
○

3
0

○
3

○
3

0
0

0
○

3
0

0

上
記

に
該

当
し

な
い

路
線

1
0

○
1

0
0

○
1

○
1

0
0

○
1

○
1

第
2
次

玉
名

市
総

合
計

画
後

期
計

画
（

令
和

4
年

3
月

）
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
5

0
0

0
○

5
0

△
0

△
0

△
0

0
0

玉
名

市
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

（
改

定
版

）
(
令

和
5
年

3
月

)
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

3
○

3
0

○
3

○
0

△
0

○
3

○
3

△
0

△
0

0

上
記

に
該

当
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な
い

路
線

1
0

○
1

0
0

○
1

0
0

○
1

○
1

○
1

緊
急

輸
送

道
路

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

路
線

5
0

△
0

0
0

0
○

5
○

5
0

0
0

緊
急

輸
送

道
路

と
二

次
的

に
接

続
す

る
道

路
3

0
0

0
○

3
0

0
0

○
3

0
○

3

上
記

に
該

当
し

な
い

路
線

1
○

1
○

1
○

1
0

○
1

0
0

0
○

1
0

災
害

時
の

避
難

路
と

し
て

の
活

用
が

見
込

ま
れ

、
既

存
の

代
替

路
線

が
な

い
路

線
5

○
5

△
0

0
0

0
△

0
△

0
△

0
0

0

災
害

時
の

避
難

路
と

し
て

の
活

用
が

見
込

ま
れ

、
既

存
の

代
替

路
線

の
拡

幅
等

が
必

要
な

路
線

3
0

0
○

3
○

3
○

3
0

0
0

○
3

0

上
記

に
該

当
し

な
い

路
線

1
0

○
1

0
0

0
○

1
○

1
○

1
0

○
1

現
況

道
路

が
な

い
路

線
5

○
5

0
○

5
0

0
0

0
0

0
○

5

現
道

若
し

く
は

平
行

路
線

で
拡

幅
を

要
す

る
道

路
3

0
0

0
○

3
△

0
△

0
△

0
△

0
○

3
0

上
記

に
該

当
し

な
い

路
線

1
0

○
1

0
0

○
1

○
1

○
1

○
1

0
0

主
要

施
設

（
行

政
・

医
療

・
福

祉
・

学
校

）
に

接
続

す
る

路
線

5
0

○
5

0
○

5
○

5
△

0
△

0
0

○
5

0

主
要

施
設

（
行

政
・

医
療

・
福

祉
・

学
校

）
か

ら
半

径
5
0
0
ｍ

以
内

の
路

線
3

○
3

0
○

3
0

0
0

0
△

0
0

0

上
記

に
該

当
し

な
い

路
線

1
0

0
0

0
0

○
1

○
1

○
1

0
○

1

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
が

あ
る

路
線

5
0

○
5

0
0

○
5

0
△

0
0

○
5

0

バ
ス

停
か

ら
半

径
3
0
0
ｍ

以
内

ま
た

は
鉄

道
駅

か
ら

半
径

5
0
0
ｍ

以
内

の
路

線
3

○
3

0
○

3
○

3
0

△
0

0
△

0
0

0

上
記

に
該

当
し

な
い

路
線

1
0

0
0

0
0

○
1

○
1

○
1

0
○

1

人
口

集
中

地
区

（
D
I
D
）

内
で

多
く

の
歩

行
者

の
利

用
が

見
込

ま
れ

る
路

線
5

0
0

○
5

0
○

5
0

0
0

0
0

既
存

集
落

に
隣

接
し

、
歩

行
者

の
利

用
が

見
込

ま
れ

る
路

線
3

○
3

△
0

0
○

3
0

0
0

0
0

0

上
記

に
該

当
し

な
い

路
線

1
0

○
1

0
0

0
○

1
○

1
○

1
○

1
○

1

通
学

路
と

し
て

多
く

の
学

童
が

利
用

す
る

路
線

1
0

0
○

1
0

○
1

0
0

0
0

0

広
域

的
な

観
光

ア
ク

セ
ス

に
寄

与
す

る
路

線
5

0
0

0
0

0
△

0
△

0
△

0
0

0

観
光

散
策

ル
ー

ト
上

に
位

置
す

る
路

線
も

し
く

は
観

光
拠

点
等

へ
ア

ク
セ

ス
す

る
路

線
3

0
△

0
0

○
3

○
3

0
0

0
0

0

上
記

に
該

当
し

な
い

路
線

1
○

1
○

1
○

1
0

0
○

1
○

1
○

1
○

1
○

1

地
元

要
望

が
上

が
っ

て
お

り
、

事
業

化
に

向
け

た
協

力
体

制
(
期

成
会

等
)
が

整
っ

て
い

る
路

線
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

地
元

要
望

は
上

が
っ

て
い

る
が

、
協

力
体

制
(
期

成
会

等
)
ま

で
は

整
っ

て
い

な
い

路
線

3
0

0
0

○
3

0
0

0
0

0
0

上
記

に
該

当
し

な
い

路
線

1
○

1
○

1
○

1
0

○
1

○
1

○
1

○
1

○
1

○
1

有
明

海
沿

岸
道

路
に

直
接

ア
ク

セ
ス

す
る

路
線

5
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

有
明

海
沿

岸
道

路
に

二
次

的
に

ア
ク

セ
ス

す
る

路
線

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

上
記

に
該

当
し

な
い

路
線

1
○

1
○

1
○

1
○

1
○

1
○

1
○

1
○

1
○

1
○

1

玉
名

市
ま

ち
な

か
未

来
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

て
早

期
に

整
備

す
る

と
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

路
線

5
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

玉
名

市
ま

ち
な

か
未

来
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

て
中

長
期

的
に

整
備

す
る

と
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

路
線

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

上
記

に
該

当
し

な
い

路
線

1
○

1
○

1
○

1
○

1
○

1
○

1
○

1
○

1
○

1
○

1

立
地

適
正

化
計

画
の

都
市

機
能

誘
導

区
域

内
に

位
置

す
る

路
線

5
0

0
○

5
0

○
5

0
0

0
0

0

立
地

適
正

化
計

画
の

居
住

誘
導

区
域

内
に

位
置

す
る

路
線

3
○

3
0

0
○

3
0

0
0

0
0

0

上
記

に
該

当
し

な
い

路
線

1
0

○
1

0
0

0
○

1
○

1
○

1
○

1
○

1

※
○

：
当

該
項

目
に

合
致

す
る

(
加

点
)
　

△
：

当
該

項
目

の
内

容
に

一
部

し
か

合
致

し
て

い
な

い
、

も
し

く
は

現
況

で
当

該
項

目
の

機
能

を
有

し
て

い
る

た
め

加
点

を
行

わ
な

い

3
.
4
.
1

築
地

中
線

評
点

3
3 4

3
.
4
.
2

築
地

大
倉

線

評
点

2
1

5
8

1
0

2
5

1
9

必
要

性
順

位
1

3
8

6
7

2

点
数

3
9

3
4

1
9

2
3

1
7

3
6

今
後

の
主

な
取

組
で

の
位

置
づ

け

有
明

海
沿

岸
道

路

有
明

海
沿

岸
道

路
(
Ⅱ

期
)
と

の
一

体
的

な
整

備
に

よ
り

、
利

便
性

が
向

上
す

る
路

線

玉
名

市
ま

ち
な

か
未

来
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ

玉
名

市
の

中
心

拠
点

の
活

性
化

・
に

ぎ
わ

い
の

あ
る

ま
ち

づ
く

り
に

つ
い

て
の

基
本

構
想

に
資

す
る

路
線

立
地

適
正

化
計

画
コ

ン
パ

ク
ト

な
ま

ち
づ

く
り

に
対

応
し

て
、

整
備

が
必

要
な

路
線

地
域

内
で

の
位

置
づ

け

自
動

車
交

通
の

円
滑

化
道

路
の

新
設

や
道

路
の

拡
幅

な
ど

市
内

の
自

動
車

交
通

を
円

滑
に

す
る

路
線

地
域

生
活

の
利

便
性

周
辺

に
行

政
機

関
や

医
療

・
福

祉
施

設
、

学
校

等
が

あ
り

、
生

活
利

便
性

が
向

上
す

る
路

線

公
共

交
通

の
利

便
性

市
民

ニ
ー

ズ
市

民
の

要
望

が
上

が
っ

て
い

る
な

ど
、

事
業

化
に

向
け

た
地

域
の

協
力

体
制

が
見

込
め

る
路

線

観
光

の
振

興
観

光
と

し
て

の
ア

ク
セ

ス
性

や
市

内
の

周
遊

性
を

向
上

し
、

地
域

の
活

性
化

に
資

す
る

路
線

鉄
道

や
バ

ス
な

ど
公

共
交

通
の

利
便

性
が

向
上

す
る

路
線

交
通

安
全

歩
行

者
の

安
全

性
や

利
便

性
が

向
上

す
る

路
線

評
価

項
目

評
価

の
基

準
内

　
　

容

ウ エ イ ト

3
.
5
.
5

前
田

東
線

評
点

上
位

計
画

で
の

位
置

づ
け

県
の

上
位

計
画

県
を

跨
い

だ
地

域
や

拠
点

間
を

広
域

的
に

連
絡

す
る

路
線

市
の

上
位

計
画

市
内

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

主
要

幹
線

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
る

路
線

緊
急

輸
送

道
路

災
害

時
に

市
内

へ
の

物
資

等
の

搬
入

・
搬

出
に

資
す

る
路

線

災
害

時
の

避
難

路
災

害
時

に
集

落
か

ら
避

難
所

ま
で

の
避

難
ル

ー
ト

と
し

て
利

用
さ

れ
る

路
線

評
点

評
点

評
点

評
点

評
点

評
点

評
点

10

玉
名

駅
平

嶋
線

玉
名

駅
下

町
線

長
洲

玉
名

線
玉

名
バ

イ
パ

ス
線

岱
明

玉
名

線
長

洲
岱

明
線

沖
洲

金
山

線

3
.
2
.
1
4

3
.
3
.
1
5

3
.
3
.
1
6

3
.
4
.
1
9

3
.
4
.
7

3
.
5
.
8

3
.
5
.
9



（
２

）
 事

業
の

困
難

性
に

対
す

る
評

価
結

果

⑫

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

⑪
a

b
c

d
e

f
希 少 種 が あ る

地 域 の シ ン ボ ル 的

巨 木 が あ る

災 害 危 険 箇 所 が あ る

水 源 が あ る

鉄 道 と の 交 差 箇 所 が あ る

路 線 の 立 体 交 差 化 が 必 要

河 川 ・ 湖 水 と の

交 差 箇 所 が あ る

急 傾 斜 地 （ ト ン ネ ル ・

大 規 模 法 面 ） 対 策 が 必 要

重 要 文 化 財 ・

歴 史 建 造 物 が あ る

公 共 ・ 公 益 施 設 が あ る

国 立 公 園 等 の

特 別 地 区 が あ る

土 地 区 画 整 理 事 業 等 の

計 画 が あ る

近 隣 区 間 で 事 業 が

進 捗 し て い る

都 市 計 画 法 上 の

地 区 計 画 が あ る

そ の 他

大 部 分 の 用 地 を

先 行 取 得 し て い る

地 元 の 合 意 形 成 ・

協 力 体 制 が 整 っ て い る

3.
4.

1
築

地
中

線
0.

5
●

●
●

③
洪

水
浸

水
区

域
⑦

境
川

を
横

断
⑨

埋
蔵

文
化

財
(1

62
 東

南
大

門
遺

跡
、

54
6 

中
尾

川
原

遺
跡

)
⑫

△
築

地
大

倉
線

（
旧

国
道

20
8号

）
と

の
交

差
点

△
b 

△
起

点
側

 岱
明

玉
名

線
は

整
備

済
 

終
点

側
 玉

名
駅

平
嶋

線
は

未
整

備
-3

0
-3

6

3.
4.

2
築

地
大

倉
線

4.
37

△
△

●
●

●

③
△

洪
水

浸
水

区
域

（
整

備
済

み
区

間
）

⑦
△

菊
池

川
を

横
断

(高
瀬

大
橋

整
備

済
み

)
⑨

埋
蔵

文
化

財
(1

50
，

17
1，

46
0，

18
4，

19
0な

ど
)

⑩
消

防
署

⑫
供

用
開

始
し

て
い

る
路

線
の

拡
幅

(交
通

量
 多

)

○
b 

起
終

点
整

備
済

-3
1

-2
4

3.
5.

5
前

田
東

線
0.

2
●

●
③

洪
水

浸
水

区
域

⑨
埋

蔵
文

化
財

(1
90

 ⻲
甲

遺
跡

群
)

⑫
△

築
地

大
倉

線
（

旧
国

道
20

8号
）

と
の

交
差

点
○

b 
起

点
側

 ⻲
甲

中
線

、
終

点
側

 築
地

大
倉

線
は

整
備

済
-2

1
-1

2

3.
5.

8
玉

名
駅

平
嶋

線
1.

96
●

△
●

③
洪

水
浸

水
区

域
、

家
屋

倒
壊

等
氾

濫
想

定
区

域
⑦

△
た

め
池

が
近

接
(支

障
な

し
)

⑨
埋

蔵
文

化
財

(5
46

 
中

尾
川

原
遺

跡
)

⑫
△

築
地

大
倉

線
（

旧
国

道
20

8号
）

と
の

立
体

交
差

○
○

b 
起

終
点

整
備

済
f 関

係
3区

⻑
連

名
の

要
望

書
あ

り
。

（
用

地
買

収
に

つ
い

て
も

お
お

む
ね

の
了

承
が

取
れ

て
い

る
）

-2
2

0
1

3.
5.

9
玉

名
駅

下
町

線
1.

27
△

●
●

③
△

洪
水

浸
水

区
域

（
整

備
済

み
区

間
）

⑨
埋

蔵
文

化
財

(2
01

 繁
根

木
遺

跡
群

、
20

2 
繁

根
木

貝
塚

、
58

0 
繁

根
木

八
幡

宮
)

⑫
供

用
開

始
し

て
い

る
路

線
の

拡
幅

(交
通

量
 多

)

○
△

b 
起

終
点

整
備

済
c△

H2
8.

9景
観

計
画

に
掲

載
、

 高
瀬

南
部

地
区

地
区

計
画

（
既

整
備

区
間

の
計

画
）

-2
1

-1
2

3.
2.

14
⻑

洲
玉

名
線

6.
24

●
●

△
●

③
津

波
、

高
潮

、
洪

水
浸

水
区

域
⑦

菊
池

川
、

行
末

川
を

横
断

⑨
△

埋
蔵

文
化

財
(3

70
な

ど
)(支

障
な

し
)

⑫
供

用
開

始
し

て
い

る
路

線
の

拡
幅

(交
通

量
 多

)

○
e 

 
大

部
分

の
用

地
購

入
済

み
-3

1
-2

4

3.
3.

15
玉

名
バ

イ
パ

ス
線

8.
47

●
●

●
●

③
洪

水
浸

水
区

域
、

土
砂

災
害

警
戒

区
域

⑦
菊

池
川

を
横

断
⑨

埋
蔵

文
化

財
(4

08
 、

10
3、

48
2、

48
3な

ど
)

⑫
供

用
開

始
し

て
い

る
路

線
の

拡
幅

(交
通

量
 多

)

○
e 

 
大

部
分

の
用

地
購

入
済

み
-4

1
-3

6

3.
3.

16
岱

明
玉

名
線

3.
75

●
●

●
●

③
高

潮
、

洪
水

浸
水

区
域

⑤
JR

鹿
児

島
本

線
と

立
体

交
差

⑨
埋

蔵
文

化
財

(4
60

 大
原

遺
跡

 、
46

1 
木

船
⻄

遺
跡

、
47

0 
塚

原
遺

跡
な

ど
)

⑫
供

用
開

始
し

て
い

る
路

線
の

拡
幅

(交
通

量
 多

)

○
e 

 
大

部
分

の
用

地
購

入
済

み
-4

1
-3

6

3.
4.

19
⻑

洲
岱

明
線

3.
82

●
●

●

③
洪

水
浸

水
区

域
⑦

行
末

川
を

横
断

⑨
埋

蔵
文

化
財

(5
72

 内
野

城
跡

、
57

3 
大

跡
遺

跡
、

58
7

中
土

遺
跡

、
58

8 
⼭

下
⻄

遺
跡

、
58

9 
⼭

下
前

畑
遺

跡
、

59
3 

⼭
下

木
佐

貫
遺

跡
)

△
△

b 
△

終
点

側
 岱

明
玉

名
線

が
整

備
済

e 
△

創
設

換
地

に
て

用
地

の
一

部
を

取
得

済
み

-3
0

-3
6

3.
4.

7
沖

洲
金

⼭
線

3.
95

●
●

●
●

●

③
高

潮
・

洪
水

浸
水

区
域

⑤
JR

鹿
児

島
本

線
と

立
体

交
差

⑦
行

末
川

を
横

断
⑨

埋
蔵

文
化

財
(5

68
 扇

﨑
遺

跡
)

⑫
国

道
50

1号
と

の
交

差
点

,太
陽

光
発

電
施

設
を

通
過

○
△

a 
用

地
の

大
部

分
で

換
地

が
行

わ
れ

て
い

る
e 

△
創

設
換

地
に

て
用

地
の

一
部

を
取

得
済

み
-5

1
-4

10

路
線

概
要

そ の 他

道
路

構
造

条
件

社
会

環
境

条
件

備
考

事
業

時
期

制
約

要
因

（
※

該
当

す
れ

ば
事

業
実

施
ま

で
時

間
を

要
す

）

11
※

●
：

事
業

時
期

制
約

要
因

に
お

け
る

マ
イ

ナ
ス

要
因

（
減

点
：

-1
点

）
 

○
：

事
業

推
進

要
因

に
お

け
る

プ
ラ

ス
要

因
（

加
点

：
1点

）
 

△
：

当
該

項
目

の
内

容
に

一
部

し
か

合
致

し
て

い
な

い
た

め
、

加
点

・
減

点
は

行
わ

な
い

要
因

関
連

事
業

等
事

業
化

へ
の

熟
度

備
考

困 難 性 順 位

項
目

の
該

当
個

数

困 難 性 評 点

事 業 時 期 制 約 要 因

事 業 推 進 要 因

事
業

推
進

要
因

（
※

該
当

す
れ

ば
事

業
実

施
し

や
す

い
）

路
線

番
号

都
市

施
設

名
称

計
画

延
⻑

(k
m

)

自
然

環
境

条
件
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■路線の優先度及び整備に必要な年数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■都市計画道路網図（整備時期の優先度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■路線の優先度及び整備に必要な年数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
路線
番号

都市施設名称 事業費
(億円)

必要
年数

年数（年）

3.4.1 築地中線 31 12
3.4.2 築地大倉線 12 5
3.5.5 前田東線 9 4
3.5.8 ⽟名駅平嶋線 14 6
3.5.9 ⽟名駅下町線 19 7
3.2.14 ⻑洲⽟名線 51 21
3.3.15 ⽟名バイパス線 209 84
3.3.16 岱明⽟名線 26 10

※１年間の事業予算を2.5億円⾒込んだ場合の必要年数
※概算事業費は、⽟名市が独⾃に算出しています

3.4.19 ⻑洲岱明線 63 25
3.4.7 沖洲⾦⼭線 51 21


